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海外からやってきた桜の害虫

「クビアカツヤカミキリ」
～ 情報提供をお願いします ～

このカミキりの幼虫が侵入した樹木の症状・被害
・樹幹に穴（食入孔や脱出口：直径４ｍｍ程度）がある。
・穴の根元に、フラス（木くずとフンの混ざったもの）が溜まる。
・開花時期に、花が少ない。
・幼虫による食害が進むと、枯死、倒木の危険がある。
・古木・大木に付きやすい。
・果樹に付くと、農業被害が甚大。

どんなカミキり？？

・体長は２.５～４ｃｍ
・黒色で光沢があり、クビ（胸部）が赤い
・１頭の成虫が1000個の卵を産む（多産）
・幼虫は樹木内部で２～３年かけて成長
・６～８月に写真のような成虫が出現

◆ 好む樹種 ◆
バラ科（サクラ・ウメ・モモ・
ｾｲﾖｳｽﾓﾓ（プラム）など）
カキノキ、オリーブ、ザクロ

ハコヤナギ、コナラ、ヤナギなど

赤いクビに
注意！

フラス
（木くずとフンの混ざったモノ）

木の上にも注意
木の根元に大量のフラス

フラスはカリントウ状

フラスの出ている木はありませんか？

◆ 対処法 ◆
まん延防止のため、
成虫・・・見つけたら捕殺
幼虫・・・フラスが発生している食入孔

から薬剤を注入して殺虫
登録農薬（桜）： ロビンフッド、キンチョールＥ、

ウッドスター など

※特定外来生物に指定されているため、捕まえて移動させたり、飼ったりすることは禁止されて
います。見つけたら速やかに捕殺してください。


